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天気図の見方
調査
概要

実施時期　2023年6月1日～7日
対象企業　319社
対象地域　西三河および尾張南部を中心
　　　　　とした当金庫の営業エリア

へきしん取引先景況調査とは

全業種

D・I ～▲25.0 ～▲10.0 ～▲3.0 3.0～ 10.0～ 25.0～

大雨 雨 晴れ曇り 薄曇り 薄日 快晴

地域の景気動向 2023年6月調査

本調査は、地域および業種の景気実態および景気予測（景況）を把握するため、四半期ごとに当金庫の取引先企業
様にアンケート調査を実施し、回答をいただいたものです。

実績 見通し

回答数319社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

主要D・Iの推移

●トヨタ自動車の挽回生産により、業況は回復傾向。（自動車部品製造）
●半導体供給不足問題が解決に向かい、受注が増加。外国人実習生の受け入れも順調。リサイクル材の活
用等により材料費上昇の影響は少ないが、光熱費負担が大きい。（自動車部品製造）
●内製化により収益増強体制を整えている。受注状況も安定しており、コロナ禍の影響を脱している。（印刷）
●コロナ禍、原材料価格高騰など外部環境による悪影響が大きく節減した項目もある一方で、賃上げなど
検討課題も山積しており、経営方針の決定が非常に難しくなっている。（家具製造）

D・I(ディフュージョン・インデックス)とは…業況（業界の景気）等を判断するための指数であり、〈良いまたはやや良いと答えた割合〉－〈悪いまたはやや悪いと答えた割合〉で求められます。

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比6.2ポイント上昇の▲9.1と三期連続で改善。業種別では、製造業、小売業、サービス業が改善の一方
で、卸売業、建設・不動産業が悪化。来期の予想業況Ｄ・Ｉは、7.2ポイント上昇の▲1.9と改善が続く見通し。製造業、建設・不動産業
は大幅な改善を見込むが、卸売業は悪化を見込む。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手

製造業

実績 見通し

回答数108社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。主要D・Iの推移

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比12.7ポイント上昇の▲3.7と三期連続で改善した。生産調整の影響が緩和に向かい受注が回復したと
の声が自動車産業を中心に多く聞かれた。来期の予想業況Ｄ・Ｉは13.9ポイント上昇の10.2と大幅改善の見通し。受注安定によ
る売上増加に加えて、生産体制効率化などによる収益増加を見込む。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手

-18.1

-27.7
-19.2

-36.9

-21.0 -32.8

-40.5 -43.9

-16.4

-33.6

-3.7

10.2

-29.9 -26.7 -27.6 -29.4

-15.6

-29.5 -25.1 -29.1
-21.9

-15.3
-9.1

-1.9



10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 10-12 4-6
今期

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0
実績 見通し

2020 2021 2022 2023

7-9 7-9
来期

1-3
前期

60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023

60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023

10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 10-12 4-6
今期

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0
実績 見通し

2020 2021 2022 2023

7-9 7-9
来期

1-3
前期

60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023

60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023
60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

-100.0
4-6 4-64-6

2021 2022 2023

2022
1-3月 4-6月 4-6月10-12月10-12月

2020
10-12月 7-9月

2021
1-3月 4-6月 7-9月

2023
1-3月 7-9月

2022
1-3月 4-6月 4-6月10-12月10-12月

2020
10-12月 7-9月

2021
1-3月 4-6月 7-9月

2023
1-3月 7-9月

天気図の見方
調査
概要

実施時期　2023年6月1日～7日
対象企業　319社
対象地域　西三河および尾張南部を中心
　　　　　とした当金庫の営業エリア

へきしん取引先景況調査とは

全業種

D・I ～▲25.0 ～▲10.0 ～▲3.0 3.0～ 10.0～ 25.0～

大雨 雨 晴れ曇り 薄曇り 薄日 快晴

地域の景気動向 2023年6月調査

本調査は、地域および業種の景気実態および景気予測（景況）を把握するため、四半期ごとに当金庫の取引先企業
様にアンケート調査を実施し、回答をいただいたものです。

実績 見通し

回答数319社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

主要D・Iの推移

●トヨタ自動車の挽回生産により、業況は回復傾向。（自動車部品製造）
●半導体供給不足問題が解決に向かい、受注が増加。外国人実習生の受け入れも順調。リサイクル材の活
用等により材料費上昇の影響は少ないが、光熱費負担が大きい。（自動車部品製造）
●内製化により収益増強体制を整えている。受注状況も安定しており、コロナ禍の影響を脱している。（印刷）
●コロナ禍、原材料価格高騰など外部環境による悪影響が大きく節減した項目もある一方で、賃上げなど
検討課題も山積しており、経営方針の決定が非常に難しくなっている。（家具製造）

D・I(ディフュージョン・インデックス)とは…業況（業界の景気）等を判断するための指数であり、〈良いまたはやや良いと答えた割合〉－〈悪いまたはやや悪いと答えた割合〉で求められます。

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比6.2ポイント上昇の▲9.1と三期連続で改善。業種別では、製造業、小売業、サービス業が改善の一方
で、卸売業、建設・不動産業が悪化。来期の予想業況Ｄ・Ｉは、7.2ポイント上昇の▲1.9と改善が続く見通し。製造業、建設・不動産業
は大幅な改善を見込むが、卸売業は悪化を見込む。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手

製造業

実績 見通し

回答数108社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。主要D・Iの推移

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比12.7ポイント上昇の▲3.7と三期連続で改善した。生産調整の影響が緩和に向かい受注が回復したと
の声が自動車産業を中心に多く聞かれた。来期の予想業況Ｄ・Ｉは13.9ポイント上昇の10.2と大幅改善の見通し。受注安定によ
る売上増加に加えて、生産体制効率化などによる収益増加を見込む。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手
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卸売業

地域の景気動向 2023年6月調査

実績 見通し

回答数36社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

主要D・Iの推移

●コロナの影響は少しずつ回復しているが、物価高騰などが原因で利益低下。価格転嫁はほとんど完了して
いる。利益率改善が今後の課題。（食品販売）
●夏に向けてエアコン設置業務を増加。早めに在庫確保しており価格が高騰する前に対策できた。（家電製品販売）
●円安を追い風に売上増加。利益率を改善し従業員に分配。今後は新たな人材確保が課題。（中古車販売）
●物価上昇により売上単価はわずかに上昇したが、エネルギー価格も上がっているため収益は減少。廃棄ロ
スに注力しつつ、経費削減に努めている。（コンビニエンスストア）

●依然として仕入価格等が値上がりしており、利益減少が続いている。（食品卸売）

●電気代等のエネルギーコストや運送費上昇による物流費高騰が利益を圧迫している状況。今後は諸経費

増加分を価格改定にてカバーしたい。（石油卸売）

●価格転嫁により顧客数は減少傾向であるが、採算を重視している。（繊維品卸売）

●売上は減少傾向。価格転嫁はほぼ実施できているが、賃上げは未だできていない。（土木資材卸売）

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比12.2ポイント低下の▲22.2と悪化。仕入価格やエネルギーコスト上昇に伴う販売価格への転嫁により
顧客数が減少し、売上や収益を圧迫したとの声が聞かれた。来期の予想業況Ｄ・Ｉは5.6ポイント低下の▲27.8と、さらに悪化の見
通し。売上は改善を見込むが、仕入価格上昇等が利益を圧迫する状況が続く見込み。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手

小売業

実績 見通し

回答数69社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。主要D・Iの推移

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比16.3ポイント上昇の▲8.7と、大幅に改善。物価高騰などによる影響を価格転嫁や経費削減などにより
抑え、円安やコロナ禍からの回復基調を捉え売上や収益増強に繋げていることがうかがえる。来期の予想業況Ｄ・Ｉは▲8.8。売上
回復のなか、利益率改善や人材確保を課題とする声が多い。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手
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卸売業

地域の景気動向 2023年6月調査

実績 見通し

回答数36社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

主要D・Iの推移

●コロナの影響は少しずつ回復しているが、物価高騰などが原因で利益低下。価格転嫁はほとんど完了して
いる。利益率改善が今後の課題。（食品販売）
●夏に向けてエアコン設置業務を増加。早めに在庫確保しており価格が高騰する前に対策できた。（家電製品販売）
●円安を追い風に売上増加。利益率を改善し従業員に分配。今後は新たな人材確保が課題。（中古車販売）
●物価上昇により売上単価はわずかに上昇したが、エネルギー価格も上がっているため収益は減少。廃棄ロ
スに注力しつつ、経費削減に努めている。（コンビニエンスストア）

●依然として仕入価格等が値上がりしており、利益減少が続いている。（食品卸売）

●電気代等のエネルギーコストや運送費上昇による物流費高騰が利益を圧迫している状況。今後は諸経費

増加分を価格改定にてカバーしたい。（石油卸売）

●価格転嫁により顧客数は減少傾向であるが、採算を重視している。（繊維品卸売）

●売上は減少傾向。価格転嫁はほぼ実施できているが、賃上げは未だできていない。（土木資材卸売）

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比12.2ポイント低下の▲22.2と悪化。仕入価格やエネルギーコスト上昇に伴う販売価格への転嫁により
顧客数が減少し、売上や収益を圧迫したとの声が聞かれた。来期の予想業況Ｄ・Ｉは5.6ポイント低下の▲27.8と、さらに悪化の見
通し。売上は改善を見込むが、仕入価格上昇等が利益を圧迫する状況が続く見込み。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手

小売業

実績 見通し

回答数69社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。主要D・Iの推移

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比16.3ポイント上昇の▲8.7と、大幅に改善。物価高騰などによる影響を価格転嫁や経費削減などにより
抑え、円安やコロナ禍からの回復基調を捉え売上や収益増強に繋げていることがうかがえる。来期の予想業況Ｄ・Ｉは▲8.8。売上
回復のなか、利益率改善や人材確保を課題とする声が多い。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手
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サービス業

地域の景気動向 2023年6月調査

実績 見通し

回答数32社

（注）設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移

主要D・Iの推移

●原材料費高騰の影響あり。ある程度は価格転嫁できているが、利益は減少。また、人材の高齢化が課

題。（建設業）

●新事業をGW明けに始動する。本業とのシナジー効果に期待。（住宅建築）

●新規取引先獲得に向けた営業活動に取り組んでいる。（設備工事業）

●さまざまなネットワーク、広告ツールを通じて販路拡大を図っている。（不動産賃貸）

●受注は確保できているが、人材（特に作業員）不足が課題。早急に採用したい。（自動車整備業）

●コロナ禍から客足は戻りつつあるが、まだ不十分。客足減少が懸念されるため、十分に物価高に伴う価格

転嫁ができていない。従業員の育成に力を入れ、受け入れキャパを増やしたい。（理美容室）

●燃料費、原材料費高騰の影響あり。夏頃、新設備導入を計画、新サービス提供による客単価上昇を期待。

販管費の見直しによりコストを削減し、従業員の賃上げを行いたい。（クリーニング店）

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比8.1ポイント上昇の▲18.8と改善。物価高に伴う価格転嫁や生産性向上に向けた設備投資を行うなど売上や収益増強
に取り組んでいるが、コロナ禍からの客足の回復や価格転嫁が十分ではないことがうかがえる。来期の予想業況Ｄ・Ｉは▲18.8と横ばいの見通し。
先行きに対し厳しい見方をする企業が多いなか、特に他の業種と比べて人手不足を課題とする声が多い。

売上 収益 資金繰り

設備 人手

建設・不動産業

実績 見通し

回答数73社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。主要D・Iの推移

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比5.5ポイント低下の▲8.2と悪化。資材価格や地価上昇の影響により、売上が減少し収益を圧迫している
ことがうかがえる。来期の予想業況Ｄ・Ｉは13.7ポイント上昇の5.5と改善の見通し。新規事業や新規顧客開拓、販路拡大などに取
り組んでおり、売上の回復を見込む声が多い。

売上 収益 資金繰り

在庫 設備 人手
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サービス業

地域の景気動向 2023年6月調査

実績 見通し

回答数32社

（注）設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。

来期見通し前期実績 今期実績

業況D・I
の推移
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の推移

主要D・Iの推移

●原材料費高騰の影響あり。ある程度は価格転嫁できているが、利益は減少。また、人材の高齢化が課

題。（建設業）

●新事業をGW明けに始動する。本業とのシナジー効果に期待。（住宅建築）

●新規取引先獲得に向けた営業活動に取り組んでいる。（設備工事業）

●さまざまなネットワーク、広告ツールを通じて販路拡大を図っている。（不動産賃貸）

●受注は確保できているが、人材（特に作業員）不足が課題。早急に採用したい。（自動車整備業）

●コロナ禍から客足は戻りつつあるが、まだ不十分。客足減少が懸念されるため、十分に物価高に伴う価格

転嫁ができていない。従業員の育成に力を入れ、受け入れキャパを増やしたい。（理美容室）

●燃料費、原材料費高騰の影響あり。夏頃、新設備導入を計画、新サービス提供による客単価上昇を期待。

販管費の見直しによりコストを削減し、従業員の賃上げを行いたい。（クリーニング店）

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比8.1ポイント上昇の▲18.8と改善。物価高に伴う価格転嫁や生産性向上に向けた設備投資を行うなど売上や収益増強
に取り組んでいるが、コロナ禍からの客足の回復や価格転嫁が十分ではないことがうかがえる。来期の予想業況Ｄ・Ｉは▲18.8と横ばいの見通し。
先行きに対し厳しい見方をする企業が多いなか、特に他の業種と比べて人手不足を課題とする声が多い。

売上 収益 資金繰り

設備 人手

建設・不動産業

実績 見通し

回答数73社

（注）在庫／設備／人手はプラスになるほど過剰、マイナスになるほど不足。主要D・Iの推移

今期の業況Ｄ・Ｉは、前期比5.5ポイント低下の▲8.2と悪化。資材価格や地価上昇の影響により、売上が減少し収益を圧迫している
ことがうかがえる。来期の予想業況Ｄ・Ｉは13.7ポイント上昇の5.5と改善の見通し。新規事業や新規顧客開拓、販路拡大などに取
り組んでおり、売上の回復を見込む声が多い。
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